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※被害状況のデータに
ついては、注釈がないも
のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
しているものは準拠資料
の通りに掲載

?
考えてみよう??

山元町震災遺構 中浜小学校
●やまもとちょうしんさいいこう なかはましょうがっこう

K山元町坂元字久根22-2
k常磐自動車道山元南スマートICから車で10分
J9時30分～16時30分（最終入館は16時）
i月曜（祝日の場合は翌日）
G400円、高校生300円、小・中学生200円 ※特別開
　館日（3/11山元町鎮魂の日、9/1防災の日、11/5世
　界津波の日）は入場無料
pあり（大型バス：あり）
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1階にある多目的ホール。やまもと語りべの会による語り
部ガイド（所要45分～、G語り部1人5000円※要予約、
語り部1人につき20人まで対応可）が語る震災当時の
状況などから、災害への備えと教訓を学べる

2階の展示室では、思い出とともに住民によって制作さ
れた、震災前の中浜小学校周辺地区のジオラマ模型を
見ることができる。施設の敷地全体の模型もあり、中浜
小に施されたさまざまな津波対策を学べる

津波などの有事に備え、中浜小学校
の校舎外壁には、外階段がついてい

ます。なぜ校舎の外に階段があるのでしょ
うか？

Q1

扉や枠が幸いにも流されず、残って
いる職員玄関。本来、扉は外開きな

のですが、現在は内側に開いています。ど
うしてでしょうか？

Q2

児童や教職員、地域住民が、頻発する余震と厳しい寒
さに耐えながら一夜を過ごした屋根裏倉庫。奇跡的に
流されなかった毛布で寒さをしのぎ、余震のたびに「大
丈夫」とお互いに声をかけ、励まし合った
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A1 夜間や休日など、時間外に起きた災害でも地域住民が2階まで避
難できるように設置された。

A2 津波の通り道となり、引き波の影響から内側に開いてしまった。
押し波だけではなく、引き波の威力を感じとれる。
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注①出典：東日本大震災および津波の被害状況,
　　2019年10月25日, 山元町ホームページ
　　（https://www.town.yamamoto.miyagi.jp/
　　site/fukkou/324.html）
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のはP.1下段に記載の
資料に準拠
※空欄または「不明」と
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　せんたー（いっかいぼうさいじょうほうこーなー）

K山元町つばめの杜1-8
kJR山下駅からすぐ
J9時～21時30分
i無休（臨時休館あり）
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pあり（大型バス：あり）
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被災状況だけではなく、震災後にできた施設などもパネ
ルで紹介。広域にわたる市街地の移転、常磐線の移
設、土砂災害計画区域の展示には、模型を用いている
ので、広い視野で捉えられてわかりやすい

「津波防災まちづくり拠点」としての
役割を果たすため、非常用品備蓄庫

には毛布のほか、非常食をローリングス
トックし、緊急時にはここから非常用品を
持ち出し、町民に配布するといいます。
「ローリングストック」とは、具体的にどのよ
うな備蓄方法でしょうか？
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には毛布のほか、非常食をローリングス
トックし、緊急時にはここから非常用品を
持ち出し、町民に配布するといいます。
「ローリングストック」とは、具体的にどのよ
うな備蓄方法でしょうか？

1階には、72㎡の広々とした屋内イベントホールも。日当
たりのいいオープンな空間の2階図書コーナーや、山下
駅の常磐線ホームが一望できる3階屋外テラスなどの
スペースも利用できる

Q1

防災情報コーナーには、震災関連書籍を多数所蔵。発
災10日後の3月21日に開局し、平成29年（2017）3月ま
で放送を続けた山元町臨時災害FM放送局「りんごラ
ジオ」の放送の一部を、手回しラジオで聞ける
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災

A1普段から使っている物、食べている物を少し多めに買っておき、
使った分、食べた分だけ新しく買い足していく方法。 84
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